
令和５年度　事業評価シート

１．基本情報

２．事業実績

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

当初予算額 4,000 4,010 8,926 8,627

うち一般財源 1,760 1,764 3,433 3,117

決算(見込)額 2,866 3,134 5,826 6,611

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

事業内容

対象者 内容（要件・単価・限度額・サービス内容など）

希望校長が申請する者 週5回、8時間以内。単価制（1,586円～1,631円）

事業費
(単位：千円）

対象者数・

交付件数など

事業概要
(誰に、何を、どうするのか)

希望校長の申請を受けて部活動指導員を配置し、教員の負担軽減及びその指導体制の充実を図

る。

実施背景
(事業を実施することになった

背景・要因)

働き方改革の一つとして、部活動顧問の負担軽減。部活動の指導体制の充実を図るため。

これまでの経緯
(対象者・要件・限度額、サー

ビス内容などの制度の変遷)

令和元年度・2年度は10名。令和3年度は14名。令和4年度は15名。令和5年度は20名を派遣し

ている。

事業開始年月日 令和元年7月17日

最終改正年月日 令和2年4月1日

事業目的
(実現・達成したいこと)

中学校の部活動における教員の負担軽減及びその指導体制の充実を図るため。

所属名 保健体育課

事業名称 運動部活動指導員派遣費

実施根拠
(条例・規則・要綱等)

学校教育法施行規則第78条の2、千葉県部活動指導員配置事業補助金交付要綱



３．交付税、国・県補助の有無

有無

なし

あり

なし

４．業務量

常勤職員 会計年度任用職員 再任用(フル) 再任用(短)

人工 1.0人工

従事者数 1人

※　職員１人の労働力　＝　１人工。当該事業の人工を記載。複数人が携わっている場合は、それぞれの人工を合計。

　　【記載方法】　従事者２人、労働力の割合がそれぞれ３割の場合　⇒　合計０．６人工(０．３人工＋０．３人工)

業務頻度
(年１回・月１回など）

月1回

人工

国・県補助 国　1/3　　　　県　1/3　　部活動指導員配置事業補助金

(国・県補助への）

上乗せ・横出し

繁忙期 毎月終わり・3月

交付税措置

(ありの場合）名称・内容



評価結果

項目 課題 今後の方向性

1
事業趣旨の

周知

教員の負担軽減が目的であるが、顧問と運動部活

動指導員が一緒に指導していることが多く、負担軽

減に繋がっていない状況が多い。

運動部活動指導員を配置している学校に対し、説

明会を実施し、改善していく。

項目 課題 今後の方向性

1
事業趣旨の

周知
― ―

（１）一次評価（自主点検）で明らかとなった課題、今後の方向性（改善のアイデア）

（２）追加で整理した課題、今後の方向性（改善のアイデア）

所管課 教育委員会　学校教育部　保健体育課

事業名称 運動部活動指導員派遣費


